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一般的に周期表の 14 族元素（C や Si など）は、4 つの価電子しか有さないため、他の元素から

新たに 4 つの価電子を受け取り、オクテット則（8 電子）を満たすことで初めて安定な化学種とし

て取り出すことができる。しかし近年では、適切な分子設計や合成戦略を立てることで、オクテッ

ト則を満たさない電子不足な 14 族化学種も安定な化合物として取り出せるようになってきた。中

でも、二配位炭素化学種であるカルベンは、二配位炭素上に空の軌道と非共有電子対を有する 6 電

子化学種であるが、遷移金属錯体の配位子やルイス塩基触媒として利用されているだけでなく、H2

や CO などの活性の低い分子の結合を活性化できることでも知られている。このような二配位化学

種は、ケイ素などの高周期 14 族元素についても考えることができ、適切な中心 14 族元素および周

辺置換基を選択することで、新しい分子、化学反応や物質機能の創出に繋げることができる。 

 本研究では二配位 14 族元素化学種の中でも、高い反応性と熱安定性を合わせもち、低いπ受容

性を示すケイ素二価化学種である環状アルキルアミノシリレン CAASi（下図）を基軸とし、種々の

新規π電子系の創出や有機π電子系の変換反応の開発を行った。具体的には、CAASi を用いた炭化

水素の脱水素芳香族化反応や脱水素型シリル化反応の開拓 1-3、固体-溶液間の移動によって可逆的

に構造と物性を変換できる単原子ケイ素錯体の合成および物性の調査 4、高度にねじれたプッシュ-

プル型の Si=Si 結合化学種の合成および性質の調査 5、反転した Si=Si 結合化学種の合成および性質

の調査 6、π型 3 電子 2 中心結合を有する化学種の合成および性質の調査 7-8や四員環カルベンであ

るシクロブテニリデンの合成および性質の調査、を行った。 
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